
  武蔵野市立中学校部活動地域展開に係る取組の成果と課題 
～令和７年度「未来へ つなぐ 部活動改革 アンケート(東京都)」の分析等を通じて～ 

指導課 

１ 武蔵野市の方向性 

（１） 拠点校方式部活動*の設置 

【目的】 

生徒が、参加してみたいと思ったスポーツや文

化・芸術活動に触れる機会を確保する。 

 
*基幹となる部活動が、自分の在籍校にない場合、その部活動が設置
されている「拠点校」へ行き、他校の生徒と一緒に活動する取組 

（２） 部活動指導員*の拡充 

【目的】 

持続可能な部活動の運営及び教員の働き方改革

を進める 

 
*地域でスポーツや文化・芸術活動に携わる専門的な方々に、指導や
顧問を担っていただく取組 

２ 成果等 

（１） 拠点校方式部活動の設置 

＜アンケート項目から＞ 

＜分析に用いた調査 概要＞ 

  名 称：「未来へ つなぐ 部活動改革 アンケート」(東京都教育庁) 対象校：公立中学校、公立義務教育学校、公立中高一貫教育校 計 620 校 

 対象者：中学校第２学年の生徒（市内 444 名）及びその保護者(市内 45 名)、対象校の教員(市内 29 名) 
 
 

《生徒》 
〇自分のやりたいスポーツや文化・芸術活動が学校

や地域にある 
 

 
〇希望する部活動が学校にない場合、あなたはどう

するか 
 

 
《保護者》 

〇お子様が興味のあるスポーツや文化・芸術活動が
学校や地域にあるか 

 

 
〇学校や地域のスポーツや文化・芸術に関わる環境

に満足しているか 
 

 
 

〇拠点校方式部活動という選択肢が増え、生徒のスポーツや文化・芸術活動に触れる機会を確

保することができた。 

〇市立中学校教員と検討しながら、拠点校方式部活動を設置したことにより、一定、生徒のニ

ーズに応じることができている。 

 

学校の垣根を超え、生徒の活

動機会確保を図る 
地域の力で、活動を豊かにする
とともに教員の負担軽減を図る 

報告事項（７） 



（２） 部活動指導員の拡充  (総勢 92 名を配置 R7.12 現在) 
 

〔部活動指導員の質の向上を図る取組〕  

・研修ハンドブックの作成・配付により、
指導員の部活動に対する多面的な理解
(教育的意義・安全・体罰防止・服務事
故防止・科学的トレーニング)を促す。 

・年間を通じて、悉皆研修及び自己啓発研
修を意図的・計画的に設定することによ
り、指導員の質の向上を図っている。 

 

＜研修受講後アンケート等の分析から（指導者の質の担保）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜アンケート項目から（教員の働き方改革）＞ 

《教員》 
〇あなたが休日の部活動に携わっている日数は、月

当たり何日か 
 

 
〇大会やコンクール等の大会運営に年間何日携わっ

ているか 
 

 
 
 
 

〇部活動コーディネーターが学校 ・地域と連携し、ニーズに応じた部活動指導員を各校に配置

したことにより、教員の部活動に係る業務の日数を減らすことができた。 

 

３ 更なる推進に向けての課題と取組 

＜アンケート項目から（教員の働き方改革）＞ 

《教員》 
〇部活動の指導や運営に週にどれくらいの時間を

費やしているか 

 

 

 

 

 

☑部活動指導員と教員が、それぞれの専門性

に基づき、平日を含め、部活動運営における

明確な役割分担を行う意識の醸成が必要。  

☑研修ハンドブックに、部活動指導員と教員

の協働に関する好事例を掲載し周知する。 

☑コーディネーターが学校訪問した際に、教

員の負担軽減に係る相談時間を設定する。 

 

 

〇武蔵野文化生涯学習事業団と連携し、部

活動指導員への研修を実施することで、

指導者の質の担保を図ることができて

いる。 

技術指導だけでなく服務や体罰防止、安
全な指導に対しての意識が高まった。 


